
灌漑期に流量が低下する加茂川

人
口
急
減
・
超
高
齢
社
会

が
到
来
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
う
産

業
活
動
へ
の
影
響
や
社
会
福
祉
経

費
の
増
加
に
よ
る
行
財
政
運
営
へ

の
影
響
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
山
積
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た

こ
と
を
憂
慮
し
て
い
る
ば
か
り
で

は
一
歩
も
前
に
進
め
な
い
。

　

市
長
は
「
都
市
間
競
争
に
お
け

松
山
市
か
ら
の
分
水
の
要

望
に
対
し
て
、
市
外
に
水

を
出
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
、

地
下
水
の
現
状
と
過
去
の
渇
水
状

況
を
踏
ま
え
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

西
条
平
野
で
は
、
農
業
用

水
の
地
下
水
利
用
が
急
増

す
る
灌
漑
期
に
加
茂
川
の
流
量
が

低
下
す
る
と
地
下
水
位
が
大
幅
に

る
生
き
残
り
で
は
な
く
、
勝
ち
残

る
ま
ち
を
目
指
す
」
と
い
う
表
現

を
し
て
い
る
が
、
本
市
が
地
域
主

権
時
代
を
勝
ち
抜
い
て
い
く
た
め

に
、
今
後
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
自
治
体
経
営
を
行
っ
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

平
成
31
年
度
は
陸
上
の
三

段
跳
び
に
例
え
る
と
、
未

来
（
あ
す
）
へ
の
大
ジ
ャ
ン
プ
に

つ
な
げ
る
た
め
の
力
強
い
ス
テ
ッ

プ
の
１
年
で
あ
り
「
未
来
（
あ
す
）

へ
の
挑
戦
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
各
種
施
策
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

本
市
が
、
生
き
残
り
で
は
な
く
、

勝
ち
残
る
自
治
体
と
な
る
た
め
に
、

攻
め
の
姿
勢
で
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
く
一
方
で
、
次
世
代
に

過
度
な
負
担
を
残
す
こ
と
が
な
い

よ
う「
低
負
担
高
福
祉
」か
ら「
中

負
担
中
福
祉
」
へ
の
転
換
は
避
け

て
通
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市

民
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
行
い
な
が

ら
、
行
政
シ
ス
テ
ム
や
公
共
イ
ン

フ
ラ
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

　

併
せ
て
、
平
成
31
年
度
は
総
合

計
画
を
は
じ
め
各
種
計
画
の
見
直

し
時
期
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
あ

下
が
り
、
沿
岸
部
で
地
下
水
の
塩

水
化
が
進
行
す
る
こ
と
、
周
桑
平

野
で
は
、
扇
状
地
の
末
端
地
域
で

硝
酸
態
窒
素
濃
度
が
高
い
こ
と
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
の
渇
水
状
況
は
、
平
成
６

年
の
大
渇
水
以
降
、
平
成
17
年
、

19
年
、
20
年
に
も
少
雨
の
た
め
地

下
水
位
が
低
下
し
、
自
噴
が
止
ま

る
な
ど
の
渇
水
状
況
に
見
舞
わ
れ

た
が
、
そ
の
後
、
降
雨
に
よ
り
渇

水
が
解
消
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
特
に
、

西
条
平
野
の
主
た
る
地
下
水
涵
養

源
で
あ
る
加
茂
川
の
水
資
源
は
、

流
域
内
で
有
効
に
活
用
し
、
先
人

が
築
き
上
げ
て
き
た
地
域
資
源
と

し
て
、
市
の
発
展
の
た
め
に
、
次

の
世
代
に
渡
す
こ
と
が
務
め
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

ら
た
め
て
将
来
人
口
を
し
っ
か
り

と
見
据
え
た
上
で
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

4

西
条
の
水
資
源
を

　
　
　
　
　

  

守
り
抜
く
！

答

勝
ち
残
る
自
治
体
に

な
る
た
め
の
経
営
戦
略
は
？

自
民
ク
ラ
ブ

伊　

藤　

孝　

司 

議
員

（
代
表
質
問
）

１　

平
成
31
年
度
に
向
け
て
の

市
長
の
所
信
に
つ
い
て

２　

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
拡
大
に
つ
い
て

３　
“
水
”
問
題
に
つ
い
て

３月
定例会

答

平成31年第２回３月定例会　本会議

平成31年度当初予算（総額793億5,644万円）、
平成31年度補正予算（総額７億7,352万９千円）、
平成30年度補正予算（総額32億363万８千円）を可決！
　平成31年第２回３月定例会は２月26日から会期23日間で開催し、３月20日に閉会
しました。
　この間、市長提出の議案43件を審議し、最終日の３月20日には、議案などの採決
を行いました。
　また、３月４日から６日の３日間、３会派の代表者が代表質問を、議員15人が議
案質疑と一般質問を行いました。発言の要旨は、会派別に４ページから８ページに
掲載しています。

堀　

江　

幸　

二 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

水
資
源
の
保
全
に
つ
い
て

２　

工
業
用
地
に
つ
い
て

３　

西
条
祭
り
に
つ
い
て

４　

高
瀑
の
滝
に
つ
い
て


